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注）草津市民の交通に関するアンケート調査 

現況の交通行動や公共交通サービスの満足度・重要度の把握を行うとともに、交通

ニーズを探ることを目的に実施したアンケート調査。 

 

【調査概要】 

調査日 ：平成 24 年 11 月 5 日（月）に発送 

調査方法：郵送配付・郵送回収 

調査対象：住民基本台帳を基に無作為抽出した草津市民（18 歳以上） 

配付数 ：6,000 部 

回収数 ：約 2,100 部（回収率 35％） 

調査内容：回答者の属性、歩行環境、自転車の利用環境、公共交通の利用環境、

将来交通のあり方、自由記述 
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２）今後 10 年先の交通環境整備の方向性 

今後 10 年先を見通した草津市全体の交通環境を整えていく上で、多くの自転車利用

者が「環境や健康づくりなどのため、自転車を活用しやすいよう、自転車専用レーンの

整備などの走行環境を整える」ことを優先していくべきだと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：草津市民の交通に関するアンケート調査 

今後 10 年先の交通環境整備の方向性  
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（２）自転車を日常的に利用する理由 

国土技術政策総合研究所が実施したアンケート調査によると、自転車を日常的に利用

する理由として、「運動不足解消になり健康によい」「交通費・ガソリン代が節約できる

から」などが多いです。健康増進や家計等の節約だけでなく、気分転換や環境保全など、

利用する理由が多様化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：第 1回「安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」配付資料 

国土技術政策総合研究所 平成 24 年 1 月実施の WEB アンケート結果 

 

（３）自転車利用のメリット 

１）健康増進効果 

自転車は、通勤通学や買い物など、日常生活での短い距離の移動に利用することで、

目的地へ移動をしながら、適度な運動をすることができる両得な移動手段です。また、

自転車は身体への負担も軽く、カロリー消費量も高い交通手段であるなど、健康的な乗

り物といえます。 

 

 

 

 

 

資料：「第6次日本人の栄養所要量」（厚生労働省：平成11年） 
（『モビリティ・マネジメント施策評価のためのガイドライン』P.17から引用） 

※（社）土木学会、日本モビリティ・マネジメント会議実行委員会：H22.1 
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全国 27 都市居住者を対象に 

実施した Web アンケート調査 

回答者：1,945 人（複数回答可） 

所要時間が短いまたは一番早く目的地に行ける

運動不足解消になり健康によい

交通費・ガソリン代が節約できるから

移動中の立ち寄り等に便利

目的地が自転車で行きやすい

自転車に乗るのが好き

クルマを持っていない

移動経路が自転車で走りやすい

気分転換・ストレス解消になる

災害等で公共交通が止まっても移動できる

エコ活動に取り組みたいから

目的地から帰る際、天気が悪いとき代わりの交通手段が確保されている

その他
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２）環境負荷の削減 

自動車から排出される二酸化炭素は、1世帯あたりの年間排出量の内の約 1/4 を占め

ています。一方で、自転車からは二酸化炭素は排出されないため、移動に伴う環境への

負荷はありません。したがって、市民が「自動車」による交通手段から「自転車」や「公

共交通」を利用するように行動していけば、自動車交通量が減ることによる交通渋滞の

解消や、環境負荷の削減にも繋がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：温室効果ガスインベントリオフィス 

（全国地球温暖化防止活動推進センターweb サイトから引用） 

 

３）家計等の節約 

自動車利用はガソリン価格に大きく影響するだけでなく、自動車税や定期点検などの

維持費用もかかります。一方、自転車は維持費用がほとんどかかりません。 

例えば、5km の短い距離を、毎日自動車ではなく自転車を利用した場合、年間で約

14,500 円も節約できます。 

また、生活習慣病の予防など健康づくりにも役立つことから、医療費の削減にも繋が

ります。 

 

燃料費（円/年）＝（移動距離(km/年)）÷（燃費(km/㍑)）×（ガソリン代(円/㍑)） 

＝（365 日×5km）÷16.8km/l×133.5 円 

≒ 14,500（円/年） 

 

燃   費：国土交通省自動車燃費一覧の JC08 モード（平成 25 年度）の 2 割減の値

（実際の燃費） 

ガソリン代：経済産業省資源エネルギー庁の石油製品価格調査 

（平成 27 年 11 月 2 日時点滋賀県レギュラーガソリン） 



 

 

20 
 

２.４ 課題および具体的施策の方向性 

自転車利用の実態から見えてくる草津市の課題と、課題等から見える具体的施策の方

向性を下記のとおり整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実態 

 
■人口関係 

・草津市の人口は増加している 

・企業や大学に通っている人が多い 

・高齢化率が伸びている 

■事故関係 

・市内の自転車事故発生件数が横ばい 

・市内の交通事故発生件数に占める自転

車事故の割合が高い 

■その他 

・健康増進効果、環境負荷の削減、家計等

の節約 

■利用環境関係 

・自転車通行空間の整備済距離が 6,450ｍ

・市営駐車場の収容台数は草津駅周辺で

2,071 台、南草津駅周辺で 3,126 台 

・放置自転車台数は減少傾向にあるもの

の、継続して発生している 

・自転車の盗難件数が多い 

課題 

 
自転車の走行空間の整備 

駅周辺での駐車台数の確保 

放置自転車の発生 

自転車の盗難件数の多さ 

自転車利用者のルール違反やマナーの

低さ 

自転車が関係する事故件数の多さ 

実態・課題から見える具体的施策の方向性 

 
○安全で安心に利用できる自転車道のネ

ットワーク化および走行空間の整備を

目指す 

○自転車のルール遵守やマナーの向上、

自転車関係事故や自転車盗難の減少を

目指す 

○自転車駐車台数の確保、放置自転車の

削減を目指す 

○自転車の有効活用、健康増進効果などを

啓発し、自転車利用への転換を目指す



 

 

21 
 

３．計画の基本方針 

３.１ 計画のコンセプト 

草津市の自転車利用における実態や課題から見える具体的施策の方向性をもとに、本

計画のコンセプトを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

３.２ 基本方針 

本計画のコンセプトの実現に向けて、基本方針として５つの柱を設定し、各施策およ

び取り組みを展開していきます。 

「安全」を感じる  ：＜キーワード＞「適正」「マナー」「学び」 

「安心」を感じる  ：＜キーワード＞「守り」「もしも…」「安堵」 

「快適」を感じる  ：＜キーワード＞「清清しさ」「思いやり」「秩序」 

「厳しさ」を感じる ：＜キーワード＞「責任」「悲しみ」「車意識」 

「スマート」を感じる：＜キーワード＞「賢さ」「エコ」「健康」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 計画のコンセプト 

自転車に乗り 自転車を知り 自転車を感じるまち 草津 

「安全」 

を感じる 

「安心」 

を感じる 

「快適」 

を感じる 

「厳しさ」 

を感じる 

『自転車に乗り 自転車を知り 自転車を感じるまち 草津』の実現 

「スマート」

を感じる 

５つの柱（相互連携しながら一体的に推進） 
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３.３ 各柱の施策 

基本方針として設定した５つの柱において、下記の各施策を展開していきます。 

 

基本方針①：「安全」を感じる 

1. 自転車の安全利用の啓発 

2. 自転車の安全利用のルール・マナーの周知、徹底 

3. 自転車の安全安心利用教育の推進 

 

基本方針②：「安心」を感じる 

1. 自転車の盗難防止の啓発 

2. 自転車の保険加入の促進 

3. 自転車の点検・整備の促進 

4. ヘルメットの着用の促進 

 

基本方針③：「快適」を感じる 

1. 自転車の走行空間の整備 

2. 放置自転車の削減 

3. 自転車駐車台数の確保 

 

基本方針④：「厳しさ」を感じる 

1. 違反者に対する指導、取締りの強化 

2. 損害賠償事例の紹介、啓発 

3. 道路交通法違反、罰則の周知、徹底 

 

基本方針⑤：「スマート」を感じる 

1. 自家用車等から自転車への利用転換の推進 

2. 公共交通機関へのアクセス性の強化 

3. 自転車の有効活用の推進 

4. 環境や健康にやさしい自転車利用の推進 
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４．具体的な取り組み 

４.１ 基本方針①：「安全」を感じる 

（１）自転車の安全利用の啓発 

１）自転車の安全利用に対する街頭指導・啓発 

自転車の利用が多い駅周辺や通学路途上におい

て、草津市自転車安全安心利用指導員（以下、「自

転車指導員」と記載）を中心に、草津警察署や関係

団体とも連携しながら、自転車の安全利用に対する

街頭指導や啓発を行います。 

 

 

 

（２）自転車の安全利用のルール・マナーの周知、徹底 

１）自転車安全安心利用教室の開催（スケアードストレート方式） 

スタントマンによる自転車と自動車の事故を再

現し、事故の怖さを実感させ、交通ルールを守る大

切さや無謀な運転の危険性を学んでいただくスケ

アードストレート方式の教室を開催します。 

（再現例）2 人乗り、路地からの飛び出し など 

 

 

２）自転車安全安心利用教室の開催（出前講座） 

学校、地域および企業等からの申し出により、自

転車指導員を講師として派遣し、草津市における自

転車事故の発生状況や自転車の安全利用、盗難防止、

また道路交通法の内容について、図や絵、DVD を用

いた教室を開催します。 
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３）交通安全教室（わかばチーム）の開催 

保育所（園）や幼稚園、小学校、老人クラブ等か

らの申し出により、交通指導員（わかばチーム）を

講師として派遣し、交通ルールや通行時の注意点な

どについて、幼児や小学生には腹話術や模擬信号機、

自転車などを用いた体験型の教室を、高齢者には腹

話術や寸劇を用いた教室を開催します。 

 

 

４）各種自転車教室の開催 

警察署や安全協会、また滋賀県プラス・サイクル

推進協議会の協力を得て、自転車シミュレーターを

用いた模擬走行や、親子を対象にした自転車教室の

実施など、自転車の安全で正しい乗り方を教えます。 

 

 

 

 

 

５）交通安全高齢者師範学校の開催 

草津栗東地区交通対策協議会では、草津・栗東在

住の高齢者を対象に、交通安全高齢者師範学校を開

校し、交通安全に関する講座を開催して、講話や実

技を通しながら、高齢者の交通事故防止についての

意識向上を図るとともに、交通安全リーダーを養成

します。 
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（３）自転車の安全安心利用教育の推進 

自転車安全安心利用教育マニュアルの作成・活用 

各学校はもとより、各団体等における自転車の安全な利用、自転車の盗難の防止に関

する教育を支援するために、自転車を利用する際の遵守すべきルールやマナーについて

の手引きとして、自転車安全安心利用教育マニュアルを作成し、活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（自転車安全安心利用教育マニュアルの掲載内容） 

①自転車が関係する事故の現状 

②自転車安全利用５則、「自転車運転者講習」受講義務の対象となる

危険行為の概要 

③ワークシートの活用 

 ・ヒヤリ・ハット体験の発表 

 ・危険予測の学習 

④学習シートによる指導 

 ・自転車に関する交通ルール、交通標識 等 

 ・交差点などでの安全走行 

 ・自転車運転者としての義務と責任 

（損害賠償責任等の各種責任、自転車保険の加入 等） 

⑤体験的学習 

 ・障害のある人などの交通弱者に対する配慮 

 ・交通事故による被害者や加害者の声 

⑥自転車条例に関する参考資料 

⑦その他、必要に応じた自転車安全安心利用に関する内容 
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（４）市の広報媒体や公共施設等を利用した周知・啓発 

市政情報を市民へお知らせする主要な媒体である「広報くさつ」をはじめ、市ホーム

ページや Facebook、動画共有サービス YouTube の「くさつチャンネル」など、市の広

報媒体の利用や、公共施設等でのチラシの設置などにより、自転車事故の現状や自転車

のルール、マナーなどを周知・啓発します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報くさつ 2015 年 7 月 15 日号 

 

広報くさつに掲載した広報啓発活動  
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草津市自転車条例のリーフレット 
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（５）“「安全」を感じる”施策の計画 

“「安全」を感じる”施策を以下の計画で実施していきます。 

 

“「安全」を感じる”施策の計画 

施策項目 具体的な取り組み 

計画期間 
前期 後期 

H28 

～ 

H32 

H33 

～ 

H37 

自転車の安全利用

の啓発 

自転車の安全利用に対する街頭

指導・啓発 
  

自転車の安全利用

のルール・マナー

の周知、徹底 

自転車安全安心利用教室の開催

（スケアードストレート方式） 
  

自転車安全安心利用教室の開催

（出前講座） 
  

交通安全教室（わかばチーム）の

開催 
  

各種自転車教室の開催   

交通安全高齢者師範学校の開催   

自転車の安全安心 

利用教育の推進 

自転車安全安心利用教育マニュ

アルの作成・活用 
  

（各施策共通） 
市の広報媒体や公共施設等を利

用した周知・啓発 
  

 

  

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 


